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◇ 本単元で育成する資質・能力                 
  データをもとに科学的に考察し探究する力 
◇ 学年        第２学年 
◇ 単元名  地球の環境 
◇ 本単元の目標 
 地球温暖化，オゾン層破壊，エルニーニョ現象と人間生活の関係を扱うことを通して，人間生活と関連してい
る地球規模の自然環境の変化を科学的に考察することができる。 

時 本単元の主な学習活動 

１・２ 地球温暖化の原因，地域による影響の違いについてグラフの読み取りから説明する。 

３・４ オゾンホール，オゾン層の破壊の原因，オゾン層の保護について説明する。 

５ 地球温暖化やオゾン層破壊の原因以外に地球環境の変化に多様な原因があることを
認識する。（本時） 

６ エルニーニョ現象やラニーニャ現象と人間生活との関わりについて，探究する。 

◇ 本学習の目標 
海面水温の分布図などのデータをもとに，地球環境の変化に多様な要因 

があることを認識することができる。 

◇ 学習の流れ（５時間目／全６時間） 

学習過程（○教師の発問，●生徒の反応予測） 指導のポイント 
評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 課題を見いだす。 
【事象提示】 

・前時までの学習内容についての振り返り 
・ペルー産の缶詰（アンチョビの缶詰）を提示し，缶詰に
記載されている原産国名を確認させる。 

・1996 年の世界の漁獲量から，ペルーが世界の中でも，有
数の漁獲量であり，カタクチイワシは飼料として世界各
地で消費されていることを確認する。 

・次の２つの資料を確認し，ペルーの漁獲量のデータと，
ペルー沖の海面水温との関連について考察する。 

①ペルーの漁獲量（1996 年，1997 年，1998 年）の
データ 

②月平均海面水温の平年値との差を表した全球海
面水温図（1995 年 12 月，1996 年 12 月，1997 年
12 月） 

 
○ペルー沖の海面水温はどのような変化がありますか。 
●1997 年 12 月にペルー沖の海面水温が上昇しています。 
○ペルーの漁獲量とペルー沖の海面水温の間には，どのよ
うな関係かありそうですか。 

●ペルー沖の海面水温が上昇すると漁獲量が減少してい
ることに気が付きました。 

○そうですね。海面水温と漁獲量には関係がありそうです
ね。それでは，そもそも，海面水温が上昇した原因は，
何だと考えますか。 

●いろんな原因があると思いますが，地球温暖化の影響だ
と思います。 

 
２ 課題を設定する。 
 
 

 
【課題の練り上げ】 
◯地球温暖化の影響と言えるのは，なぜですか。 
●二酸化炭素濃度が年々増加し，温室効果で気温が上昇し
ていっている。気温が上昇すれば海水も温められるから
です。 

◯地球温暖化が原因で，ペルー沖の海面水温が上昇したの
であれば，今後ペルー沖の海面水温は，どうなると考え
ますか。 

 
 
・前時に，使用した資料を提示し
ながら地球温暖化及びオゾン層
の破壊の影響と原因について確
認する。 

・ペルー産の缶詰を提示すること
で，日常生活との関連を意識さ
せ，生徒の関心を高める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・不十分な点があれば，説明する
際のポイントについて指示す
る。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  理科（地学基礎）の実践事例 

考え・基礎知識から「つ

ながり」に至る部分 

【課題①】ペルー沖の海面水温が上昇したのは，地球温暖化が原因なのだろうか。 

［本単元の特徴］ 

本単元の目標を達成するために，地球の気温

上昇，オゾン層の破壊，エルニーニョ現象とラ

ニーニャ現象などの現象を人間生活と関連さ

せて扱うことで，地球の自然環境の変化とその

仕組みについて人間活動によるものと自然の

変動によるものがあることを，科学的な根拠を

もとに考察する。 

本学習では，アンチョビの缶詰を提示するこ

とで，学習内容への関心を高め，漁獲量や全球

海面水温図等のデータを基にその要因を考察

する展開となっている。 

【発問の意図】 
今までに学習した内容から，具体的
な仮説を立てさせる。 

【発問の意図】 
今後の変化を予想させることで，課
題①について検証するための視点を
与える。 
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●二酸化炭素濃度は増加していっているので，海面水温は
上がっていくと考えます。 
 
 

 
 
３ 課題解決を行う。 
・個人で，二酸化炭素濃度や平均気温，1997 年以降の全球
海面水温図から，課題②を検証する。 

・グループ内で，課題②の検証の結果を説明する。 
●全球海面水温図から読み取った温度変化からは，平均気
温の変化との関連が見られないことから，地球温暖化が
原因とは言えない。 

 
４ 振り返りを行う。 
・本時に学習した内容について確認する。 
・本時の課題解決を踏まえて，新たな課題を見いだす。 
●ペルー沖の海面水温の変化は何が原因なのだろうか。 
●日射量や風，海流などの様々な要因が影響しているので
はないか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の考えを説明する中で，検
証結果が同じであっても，検証の
過程で，用いたデータが異なるこ
とがあるなどに気付かせ，考察を
深めさせる。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
海面水温の分

布図などのデー
タをもとに，ペル
ー沖の海面水温
の上昇の原因に
ついて考察して
いる。 
〔思考・判断・表
現〕 
（発表・ワークシ
ート） 

【実践結果】生徒の変容 
１ 課題の練り上げの状況 
 今までの学習内容と関連させながら，次の記述のように，二酸化炭素の増加による地球温暖化が原因ではない
だろうかと考えていた。 
 ・二酸化炭素が増えたことで地球温暖化が原因。 
 ・地球温暖化によって，平均気温は上昇している。気温が上昇すれば，大気と接している海面の温度も上昇し

ていく。 
 ・世界の年平均気温のグラフでは，平均気温は徐々に上昇していっていたので，海面水温も徐々に上昇してい

く。 
今後の海面水温がどのようになるか考えることで，地球温暖化が原因かどうかについて，多くの生徒が改めて

確認している様子があった。 
  
２ 課題解決の達成状況 

1950 年以降の海面水温の基準値との差やペルーの漁獲量の推移についての資料を配付した。これに加えて前時
までに配付した資料も使用することを伝えることで，生徒は予想したものと違う結果であることをデータから読
み取り，次のように，地球温暖化が原因ではないと多くの生徒が考察できていた。 
・二酸化炭素濃度の変化とペルー沖の海面水温の変化に関連があるように見られないから，予想は違う。 
・地域によって，海面水温は，低いところや高いところがあり，他に原因があるのではないか。 
 

３ 振り返りにおける生徒の気付き 
次のように，予想との違いから，分からないことに気付いたり，自分なりに新たな予想をするなど，新たな課

題を見いだすことにつながっている様子が見られた。また，海面水温という地球規模の変動が，自分たちの生活
とも関係している現象であることを認識している様子があった。 
 ・なぜ，海面水温が上がるだけでなく，下がっているのかが分からない。 
 ・温暖化以外で，温度が上がったり，下がったりするのはなぜか。 
・ペルーの海面水温が変化することが私たちの食べ物に影響するのが分かった。 

【改善の方向性】 
 課題①の設定が，地球温暖化のみに限られた設定となっている。生徒による課題発見を目指すならば，よ
り多くの課題が設定されることを想定した学習活動の展開とする必要があることから，生徒の自由な発想を
引き出すような課題の設定を支援する工夫を取り入れる。 
 生徒が地球環境の変化に多様な原因があることを認識することがねらいであるから，最初に引き出す予想
などの考えは正答につながるものである必要はない。前時に学んだ地球温暖化やオゾン層の破壊と結び付け
ることや，中学校までの学習内容や新聞等で習得した様々な知識とも関連付けさせる工夫を取り入れること
で，様々な予想をさせる。 
 課題②では，教員が課題解決に必要なデータを与えているが，どのようなデータがあれば課題解決につな
がるのか，そのデータを入手するには，どうすればよいのかについても生徒自身に考えさせることを目指す。
そのような活動を通して，設定した課題が，自分たちにとって解決可能な課題かどうか生徒に判断させると
ともに，解決可能な課題でないならば，その課題を解決可能な課題とするためにはどうすればよいかも併せ
て考えさせる。 

【課題②】地球温暖化が原因ならば，今後，ペルー沖の海面水温は上昇し続けるのではないか。 


